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１．はじめに 

 島尻層群泥岩は新第三紀鮮新世に形成された泥岩である．摩擦型のアンカーの設計に用いる周面摩

擦抵抗については，「(社)地盤工学会(H12，H24(改訂版))：グラウンドアンカー設計施工基準，同解説

(以下基準書)」に地質の違いに応じた対象表が示されている。基準書中に示される土丹等の値に比べ

島尻層群泥岩の周面摩擦抵抗τ値は，低い値が得られることが知られている．そこで、本研究会では

「島尻層群泥岩の周面摩擦抵抗の設定方法立案」を目的とした研究を実施中である．現在，沖縄県土

木建築部より周面摩擦抵抗に関する既往資料を提供頂き、これらを整理中である． 

 

２．基準図書等との照合 

 基準書に示された地盤と島尻層群泥岩を照合すると，「風化岩」または「土丹」に相当する．この場

合，周面摩擦抵抗はτ=0.6～1.2MN/m2 になる．約 20 年より以前の島尻泥岩地帯のアンカーの設計で

は上記区分に照らし，τ=0.6MN/m2 を採用していた事例が多い． 

 その後，平成 24 年に出版された基準書訂正第 2 版

には，対象表に下記の注意書きが追記されている． 

「蛇紋岩・第三紀泥岩・凝灰岩等の場合は，岩質区分

から示される最小値より更に小さい摩擦抵抗しか得

られない場合がある」 

 同注意書きは「(株)東日本道路公団他(H19)：グラウ

ンドアンカー設計・施工要領」に記載されたものであ

る．同書には地質年代と周面摩擦抵抗との関係図

(Fig.1)が示されている。同図では島尻層群泥岩に適合

する新第三紀鮮新世の周面摩擦抵抗の集積範囲として

τ=0.1～0.35MN/m2 が考慮される． 

 

３．島尻層群与那原層の周面摩擦抵抗に関する既往の研究について 

3.1 既往の研究 

 上原地盤工学研究所では島尻層泥岩与那原層で行われ

た基本試験の事例を収集し、周面摩擦抵抗の整理，統計を

行っている．(柿原ら，2005；湧川ら，2008) 

 この内，(湧川ら，2008)では統計結果の考察として，島

尻層群与那原層の周面摩擦抵抗についてτ =0.3 ～

0.6MN/m2 を目安として示している． 

  

Fig.1 地質年代と周面摩擦抵抗の関係(グラ

ウンドアンカー設計・施工要領：(株)東日本

道路公団他,H19)

Fig.2 引き抜き試験結果による極限周

面摩擦抵抗のヒストグラム：湧川

ら,2008」



3.2 既往研究の収集事例の再整理 

 (柿原ら，2005；湧川ら，2008)の研究では，周面摩擦抵抗の設定に利用された N 値は示されていな

い．よって，N 値 50 以下の事例が混在している可能性も考慮される．ここでは，N 値 50 以上の地盤

に対する周面摩擦抵抗の傾向を把握するため，以下の条件を仮定し，データの再整理を行った． 

    [仮定条件]・周面摩擦抵抗τ=0.6MN/m2≒N 値 50 以上の与那原層泥岩 

         ・周面摩擦抵抗τ＜0.6MN/m2≒N 値 50 未満の与那原層泥岩 

 上記仮定条件を適用し，事例の再整理を行った結果を Table1 に示す。整理では，周面摩擦抵抗がτ

<0.3MN/m2 となる事例数の分布をとりまとめた． 

Table1 基本試験τ＜0.3MN/m2 となる事例の統計表 

 

 

 

 

 

 これより，N 値 50 以上の与那原層では，基本試験τ＜0.3MN/m2 となる可能性が 22%程度考慮され

る傾向が把握された． 

 また，N 値 50 以上の与那原層の基本試験τ値のヒストグラムについて Fig.3 に整理した． 

 

 

 

 

 

 

Fig.3 N 値 50 以上の与那原層における基本試験τ値の詳細な分布 

 以上を整理すると以下が把握された． 

 (把握事項) 1)統計より，基本試験 τ 値は 0.4～0.49MN/m2 がやや多く得られている． 

      2)N 値 50 以上の地盤で最も低い基本試験τ値はτ=0.08(MN/m2)がある． 

 

3.3 基準書等と既往研究より考慮される問題点 

 2.に示した基準書への照合結果と，3.に示した既往研究による基本試験τ値の分布より，以下の問題

点が考慮された． 

 1)(東日本高速道路,H19)中の Fig.1 では，図中に示される周面摩擦抵抗の範囲の中で数値を設定する

ためのその他の指標(関連する定数等)が示されていない． 

 2)(東日本高速道路,H19)中の Fig.1 では，集積範囲中の大きい値を採用した場合で τ=0.35MN/m2 とな

る．既往研究の収集事例について N 値≧50 と推定される島尻層群泥岩について基本試験に基づ

く，周面摩擦抵抗のピークはτ=0.4～0.49MN/m2 である．上限値を τ=0.35MN/mm2 に規制した場

合，経済性の低下につながることが懸念される． 

 3)2)とは相反するが，N 値≧50 と推定される島尻層群泥岩でも，基本試験τ値が 0.3MN/m2 を大幅

に下回る箇所がある可能性が考慮される． 

事例数 百分率※1) 事例数 百分率

N値≧50の地層 14 22.6% 62 86.1%

N値＜50の地層 3 30.0% 10 13.9%

合　計 17 72

※1)ここでの百分率は各設定区分の事例数に対するもの
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４．課題解決のためのアプローチ方法について 

 問題点の解決のためのアプローチを以下に示す． 

(対応方法 1)「島尻層群泥岩の周面摩擦抵抗と関係性のより高

いパラメータの検出」 

(対応方法 2)「島尻層群泥岩の周面摩擦抵抗が変化するメカニ

ズムの解明」 

 これらを検討するために，N 値，コア写真等，基本試験の実

地地盤の状況が把握できる資料を収集し，以下の流れで研究

を行っている．現在は Step.2～Step.3 を実施中である． 

 事例は，沖縄県土木建築部南部土木事務所，中部土木事務

所より以下の事例(Table2)をご提供頂いた． 

 

 

現場名 場所 調査・設計期間 
基本試験 

実施期間 

基本 

試験数 
アンカータイプ 

金城ダム 那覇市 昭和 54 年～平成 2 年 平成元年 3(5) 摩擦型(拡孔支圧型)

森川地すべり 西原町 平成 20 年 平成 21 年 2 摩擦圧縮型 

安里地すべり 中城村 平成 18～19 年 平成 18～23 年 6 摩擦圧縮型 

熱田地すべり 北中城村 平成 20～25 年 平成 23～28 年 14 摩擦圧縮型 

※拡孔支圧型のデータは使用しない。 

 

５．収集事例の整理 

 収集事例に共通して行われている試験は，標準貫入試験のみである．(湧川ら，2008)によると，低い

周面摩擦抵抗が発揮される要因として，小断層，砂層，凝灰岩等の構造的弱面の影響が推定される．

そこで，岩盤の定量的評価方法である RQD をコア写真より判読し，N 値と共に，基本試験τ値との関

係性について検討を行った．N 値と基本試験による周面摩擦抵抗との関係図を Fig.5 に，RQD と基本

試験による周面摩擦抵抗との関係図を Fig.6 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP.1 事例の収集 

Step.2 整理とりまとめ 

Step.3 傾向の把握，検討方針の策

定 

Step.4 不足事例の収集，必要な試

験の計画・実施 

Step.5 対応方法 1),2)の研究 

Fig.4 研究の流れ 

Fig.5 換算 N 値と基本試験によるτ値関係図

(安里，熱田) 
Fig.6 RQD と基本試験によるτ値関係図(安

里，熱田) 
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Table2 収集事例の現場名および諸元 



 これより以下の事項を把握した． 

(把握事項) 

 1)Fig.5 より N 値とτ値とでは正規関係は得られるが，相関係数は R2=0.18 と低い． 

 2)Fig.5 中の関係直線を利用すると N 値 50 の時，τ=0.25MN/m2 が得られる．未風化泥岩の下限値が

同値となる． 

 3)Fig.6 より RQD とτ値とではマイナス方向の関係となり，今回の収集事例からは有意な関係は見

られない傾向が把握された． 

 

６．今後の課題 

1)今回は基本試験の最大値をτmax≧0.4MN/m2 とした事例はなかった．(柿原ら，2005；湧川ら，2008)

の研究では島尻層群泥岩のτ値の統計上のピークは 0.4～0.49MN/m2 であった．同値域の採用も可

能な設定方法の立案には τ=0.4MN/m2 以上の基本試験τ値の事例の収集が必須である． 

2)周面摩擦抵抗τ値に対し N 値より高い関係性を有す定数の有無について検討を深める必要がある． 
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